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1．はじめに
　暖簾を歴史的にみるとき、絵巻物の制作が最も盛んであった鎌倉時代、或程度の文献が得られ
る室町時代以後については比較的明らかにされている。しかし平安時代以前については資料も少
なく、これに触れる論考もほとんどない、そこで本稿では12世紀後半に成立、この時代の生活を
知る貴重な資料とされる、年中行事絵巻、信貴山縁起、粉河寺縁起をもとに、平安時代の庶民生
活に現われる暖簾について考察することとした。
　暖簾の語源について中国の仏教禅書「勅修百丈清規」が鎌倉末期わが国に渡来、その中の暖簾
（ノウレソ）が変化して（ノレソ）の名称が生まれたといわれる、又それ以前平安初期、承平年
間に書かれた「和名類聚抄」には幌・帳・帷等の語があり宇津保物語、蜻蛉日記、和泉式部日記、
狭衣物語、和漢朗詠集等には垂布、布、下布、嘉、御帳、帳、羅幕、錦帳、垂簾i、簾i、翠簾、玉
簾ノ小簾等の語がみられる。それぞれ屋内に下げる布類又は簾類を指しているものと思われる。
しかし平安時代の庶民が、家屋の中に下げる布類をどのような名称でよんでいたかについては明
らかではない、従って本稿では絵巻物に現われる布類一切を、暖簾の語に統一し、論を進めたい。
　本論に入る前に現代における暖簾についての一般的定義についてのべておく、「暖簾とは」商
店の入り口や店内において、主に布を材料として家号・商標・文様等を染め貫き、店の明示や装
飾とする。又主に日本家屋で玄関一廊下一部屋等の境に吊り下げ、適度に装飾性や遮蔽性をもた
せイソテリアとして用いる。形態は縦に二、三、五枚に割り、上部に共布で吊手（乳）を縫いつ
け、竹の棒等を通して下げる、手織りの味を生かしたものや、地色一色に染める無地染め等もあ
るが、ほとんどは文様や文字等の染色加工がなされている、同類に暖簾的な壁掛や間仕切り等が
ある。
　近年建築様式の変化から、それに適応する新しい暖簾のスタイルが求められている、暖簾の変
革期といえよう。
2．三絵巻の概要
　A．年中行事絵巻　宮中や京の都に繰り広げられる行事や祭礼等を後世に伝えるため、正確克
明に描かれた風俗絵巻、成立は1160－1180年頃とされるが焼失、現在のものは1660年前後、土佐
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　新潟青陵女子短期大学研究報告　第23号　（1993）
2 松　　山　　弘　　範
広通により模写されたもので、成立時は60巻存在したともいわれるが、現在のものは16巻、絵巻
に登場する人物は1700人に及び歴史的にも記録的にも重要な文献である。
　B．信貴山縁起　信貴山朝護孫寺伝、10世紀、毘沙門天を紀る修行僧、命蓮に関する奇跡の物
語を描く、三巻から成り流動的描法、巧みな構図に特色をもっている。成立は1160－1170年頃、
国宝。
　C．粉河寺縁起　和歌山県那賀郡粉河寺伝、天喜二年（1054）に書かれた「粉河寺縁起」によ
り宝亀元年（770）この地に住む猟師、大伴孔子古が粉河寺を創建、その偉大な信仰と奇蹟を単
調、素朴な中に、深い宗教心をもって描写している。原本は1170－1180年頃、現在のものは平安
末期から鎌倉初期（1200年頃）に描かれたといわれる、国宝。
（参考）伴大納言絵詞　1180年頃、後白河上皇の法住寺殿御所、宝蔵への収納のため制作され
た、描写は常盤源二光長、絵巻の内容は大納言善男が引き起こす政争事件をテーマに、多数の
人物をダイナミックな画面構成で描写している、国宝。
3．各絵巻に現われる暖簾とその考察
　　A．年中行事絵巻
※匡］　第3巻（闘鶏・蹴鞠の巻）3月3日節句、祠前広場に約100人の庶民が集まり、恒例の闘
　鶏を楽しんでいる。赤い鳥居を入った右側に板葺屋根の巫女の家がある。入口に近い所に訪れた
　婦人が巫女と相対し、土間には供の女が脆いて巫女のお告げを熱心に聞いている。巫女の部屋に
　は黒・朱塗りの高杯、砂盛りの三宝等が置かれている。巫女は客の願いに応じ、天にいる死者の
　魂を地上に招き下ろすため、鼓を打ち呪文を唱えている。その巫女の家の入口に巾半間、丈二尺
　一枚ものの藍染暖簾が掛かっている。その暖簾の中央右上に墨書きの文字がある、非常にわかり
　にくいが「おり口」と判読できる、「神が天から地上に下りる、その入口」の意味であろう。暖
　簾関係著書には「文字入り暖簾は商業活動が盛んになった江戸時代に始まる」とされている、と
　するとこの暖簾は特殊なものとして扱うべきだろうか、勿論平安時代の絵巻物に現われる文字入
　り暖簾は、この一例以外はない。文盲が多く暖簾に文字を書きいれる風習等はまだなかったと思
　われる時代ではあるが、人が多く集まる神社の境内一巫女が天から霊を招く屋敷一入口の暖簾一
　おり口の墨書とを関連ずけると職業明示（看板）以外考えられないように思われる。
　　暖簾の地色が藍染めであることは、闘鶏の広場に集まる庶民等100人の内、約1／4が何らかの藍
　色の衣服を身につけていることから、平安時代すでに藍染布は、庶民の間にかなり用いられてい
　たことが推察できる。
　　2－1、年2－2、年2－3　第12巻（砥園御霊会）行列の先頭、馬長が行く京の大通りに板
　葺屋根の棟割長屋があり、同じ間取りの五軒が並んでいる。一軒の広さは間口二間、奥行四間、
　壁は網代、向って右側に巾半間の入口がある、庶民の下級住宅である。この五軒のうち三軒の入
　口に板戸開閉のためか、約三尺下った位置に暖簾が掛けられている。年2－1、年2－2は巾半
　間、丈五尺の長暖簾、年2－3は巾半間、丈二尺の半暖簾、いずれも縦三ツ割り、白無地である。
　年中行事絵巻は16巻のうち、1巻から7巻迄は彩色、8巻以後は白描によるもので、墨による輪
　郭以外は、文様など一切描き込まれていない、この巻が彩色絵巻の場合は、地色が塗られ文様が
　描かれたことも考えられる。しかし古布等を利用する以外、庶民が文様入り暖簾を新調すること
　はなかなか困難だったと思われる、又白描による布地は純白に錯覚しやすいが、織りっぱなしの
　粗布や、古い布を三枚並べて上部を簡単に縫いつけたものだったと思われる。年2－2長暖簾の
　入口には板戸が描かれているから夜間は板戸を閉めたものであろう。
※　［コ＝文章後尾グラビア参照
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　B．信貴山縁起　第1巻、飛倉の巻に二回、第3巻、尼公の巻に一回、暖簾が描かれている。
先ず飛倉の巻について、巻頭詞書はなく動的な描写で物語りは始まる。高い板塀に囲まれた長者
の屋形の側面とその庭が舞台。この巻には暖簾のある同じ建物が二度登場する。即ち事件前、校
倉が舞iいあがろうとする場面（信1－1～信2－5）と事件解決後、空中から米俵が舞い戻る場
面（信2－1～信2－5）である。
言1－1、信1－2　突然のできごとに、家中の人達は驚き騒いでいるが朝のため、まだ二つの
部屋は使用されてないらしく、暖簾は柱の内側にきちんと下げられている。いずれも一間巾、信
1－1の布丈は窓になっているので四尺、信1－2は床迄の一問、布は縦に四枚縫い合わせになっ
ている、外気遮断を目的とした厚手麻布地である。
言2－1　昼過ぎ、窓からは食事の後片付けか、下女が洗い物をしている。暖簾は端が少し見え
る程度に鴨居の裏側に強く引き上げ、括られている。
言2－2　大きな炉があり畳が敷かれている、使用人の食事や休憩のための部屋であろう。暖簾
は中間で縛られ、上の方に引っかけられているように見える、布は厚手で、丈一間の広い面積の
せいか半蔀の下に大きく垂れ下がっている。
言1－3　半蔀の内側には、信1－2と同じ暖簾が用いられているはずであるが、人物や部屋内
部の描写を主にしているためか省略されている。
　この部屋にも炉があり畳敷き、棚には多くの器具類がおかれ、次の間も見える、長者夫婦の居
間兼寝所であろうか。
言1－4　信1－2の部屋から信1－3への境、巾半間、丈床迄の縦長の暖簾が下がっている。
布に襲はなく、平面的に色が塗られているため板戸にも見えるが信2－4では襲も描かれ布であ
ることがわかる。文様が描かれているようにもみえるが具体的にはわからない。
言1－5　下半分は手前の遣戸で遮られているが長者の部屋の隣、母屋正面へ通じる廊下入口に
巾半間、縦長の暖簾が見える、この暖簾の特色は、先ず右側に寄せられ、細かな襲に折り畳まれ
ていることである。薄布でないとこのような状態にならない、アコーデオソプリーッの感じであ
る。次に暖簾上部の処理は布を糸で吊り、カ・・Wtソ状に開閉できるように見受けられる。三絵巻
中、吊る部分が描写されているのはこの暖簾のみである。
言2－5　信1－5のカーテソのような暖簾はなく、平面的で一枚の板戸のようにみえる、更に
上部に細く巴文状の文様が四個描かれている、板戸の飾り金具であろうか、もしそうであれば信
1－5の暖簾の外側に板戸、更に蔀戸と三重に戸及び暖簾を使用していることになる。
團　第3巻（尼公の巻）尼公が大和の一軒家に立ち寄り、糸紡ぎをしている女に、命蓮の所在
を尋ねている。間口四間、奥行五間、板葺屋根、庇つき、土壁、庶民の家ながら頑丈な造りであ
る。中流レベルの家であろう。左側は突き上げ蔀戸による窓、右側は一間巾の出入り口に巾半間、
丈二尺の暖簾が右側に寄せられ掛けてある。この場面は絵画として信貴山縁起を代表し、しばし
ば説明に引用されているが、この暖簾も平安時代の貴重な染色の資料である。この暖簾の特色は
文様、技法、飾り紐の三つにあると思われる。
　第1の文様については、一面に輪貫文が染められていることである。平安時代、絵巻物に見る
暖簾で文様が描かれているのは、この一点以外にはなく、他と比べることはできないので、当時
の庶民の衣服の文様と暖簾の関連について若干のべる、伴大納云絵詞を含む四絵巻に登場する人
物は約2000人、その中、庶民のみの衣服についてみると、無地物が最も多く、他は一部分に文様
を施したものがほとんどである。文様の種類で最も多いのは、この暖簾に染められている輪貫文
を含む円文で、その種類は約10種と極めて少ない。
　第2に、当時の庶民の染色技法は絞染、描染、摺染などであるが、現在の解説著書にはこの暖
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簾の輪貫文の技法を「目結」としている。しかしこれは誤りで「墨描染」ではないかと思われる。
理由は、目結とは極く少さい小粒の目に絞る技法を云うが、この円文の一つを実物大に拡大した
寸法は、直径が約2寸程で目結とは程遠い、又円文の中心の、小さい白い点を目結としていると
すれば、円の周囲の染法は当時の技法では染色不可能だと思われる。次に輪貫文の黒い部分を絞っ
たと解釈すると、濃淡が逆になり目結とはいえない。
　四絵巻の中には墨描染による染色技法が多い、墨描染は材料入手が容易、技法が簡単、堅牢度
に優れる等、庶民の簡易染色法として、広く用いられたと考えられる。しかし同じ円文でも「伴
大納云絵詞、下巻、舎人の拘引と尋問」の最初に描かれている、扇をもつ男の水干の染色技法は
藍摺法だと思われる。この技法も多く見られ印象的な画面を構成している。
　第3に、この暖簾の切れ目上部ニケ所に、朱の括紐又は朱の蝶結びの別布（現在は露、蝶結び、
文結びといわれる部分一この後、文中の赤い紐類を総称して朱の括紐と呼ぶ一）が縦についてい
る。鎌倉時代の絵巻物にはいくつか見られるが平安時代はこの一例のみである。植輪などにみら
れるように赤い結び紐の歴史は古いが、暖簾に直接の影響を与えたのは、この時代庶民が着用し
ていた水干にあるのではないかと思われる。これを伴大納言絵詞に現われる服装についてみると、
巻頭に描かれる薙刀を持つ兵士は、水干の袖、袴に朱の括紐をつけている。以下この絵巻物には
27人の朱の括紐をつけた布衣及び水干着用の庶民がみられる。特に「中巻、立話しをする人」の
中央の男は藍の濃淡、丸寓生文の水干を着用しているが、朱の袖括り紐二は長く結び垂れ、頸上の
緒も又同様である。更に袴には数ケ所、括紐がつけられ、水干の藍の濃淡に美しく映えているが、
特に袴の紐は装飾のみを目的としており、実用性はない、この庶民の水干の飾り紐が、同じく庶
民の暖簾の飾りに真似られたとしても、至極当然のことと思われる。
　C．粉河寺縁起　第2段（発願成就の巻）孔子古自身の発願が成就し、草堂の観音像のことを
家人に告げている場面、主屋は草葺、板庇つき、間取りは接客兼居間、厨房を隔てて奥に作業場
がある、中流庶民の住居。
魎：≡］　居間から厨房への境に巾半間、丈は床迄の暖簾がかけられている。この絵巻は火災に
よる損傷で暖簾が描かれている下部が焦げ、顔料の脱落が見られるが藍染布であることがわかる、
尚この暖簾で注目したいのは、縦長の布の向って左端中程を柱に固定していることである。人が
通り抜けた後、隙間が空かないための工夫であろう。この方法は現代のカーテソや間仕切り等に
も一般に用いられる方法である。
麺］粉1－1と同じ部屋から奥との境に丈、巾共一間の暖簾がかかっている。二人の人物
の影になり、全体を見ることはできないが鮮明な藍色が塗られている。大胆な文様が染められて
いるようにも見えるが、顔料の脱落によるものか判断できない。
囮第3段（長者の娘の難病、長者の貢進）豪華な長者の屋敷はこの地方を治める風格をもっ
ている、深い堀を巡らし橋を渡ると、屋形は高い塀に囲まれ、楼門を潜って屋敷内へ入る、その
楼門二階には、板屋根つき』間四方の望櫓が設けられており、四方に同じ暖簾が下げてある。望
櫓は武家屋敷形式をもつ長者の権威の象徴でもあり、武士郎党が見張りや仮眠、又絵巻物に描か
れているように武具等の置場でもあった。暖簾は雨露や寒さを凌ぐ厚手粗布、縫目は描かれてい
ないが四枚を縫い合わせたものであろう。
魎］楼門を入った左に草葺き屋根、間口三間、奥行二間の厩が後側から描かれている。半蔀は
上げられ、厚手の暖簾は上方に括られている。厩内部は板張りで柱も太く、釘隠し等もみえる。
草葺屋根であること以外は暖簾を含め、母家と同じ造りである。交通運搬に重要な役割を果たす
馬がいかに大切にされたかがわかる。
翻　長者の家、母家から離れ（娘の病室）への渡り廊下の境に、一間四方の暖簾が下げられて
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いる、外気遮断と離れから母屋の遮蔽を目的としている。
［lill5］　（粉河へ出立する前の長者一家）娘が臥せていた前掲の部屋と同じ、前の場面では遣戸の
陰になり見えなかったが、次の間への境に、一問四方の暖簾が掛かっている。部屋の境にあり、
奥の間との遮蔽を目的としている。厚手藍染布であろう、青の顔料が塗られている。
4．ま　　と　　め
　平安時代の三絵巻物に描かれた暖簾15点について考察してきたが、これを実用性、装飾性及び
使用場所等の観点からこれを五つに分類し、最後に絵巻物に描かれた暖簾の「吊る」と「剥ぐ」
について述べまとめとしたい。
1．　文字表示による暖簾
匡」］　「おり口」と書かれた巫女の家の暖簾は職業表示にはちがいないが、更に次のような原因
も考えられないだろうか。第1に祈疇や呪術に対する、巫女自身の宗教的、職業的情熱の高まり
による表れとして、文字が書かれたこと。第2に、年中行事絵巻は江戸時代に模写されたもので
あるが、その際有職故実の見地から宮廷の行事、祭事については正確さを期したと思われるが、
庶民生活の描写については、それ程注意を払わなかった、従って画家の好み等が部分的に挿入さ
れることもあったと思われる。第3に、江戸時代の風俗習慣が極く一部に描き入れられることも
あり得たであろう。
2．　遮蔽（通行人の視線を遮る）と戸口の装飾を兼ねる暖簾
圖　暖簾の丈は二尺、頭を下げ暖簾を潜って屋内に入る高さであるから、遮蔽としての役目は
一応果たしている。文様や朱の括紐等については前述の通りで、この時代における庶民のせいいっ
ぱいの実用を兼ねた装飾表現だと思われる。
3．　遮蔽のみを目的とした暖簾
　1－1、年1－2、年1－3　文様等一切ないので実用のみの暖簾としたが、年中行事絵巻に
は約20軒の庶民の家が描かれている。そのうち駿簾が描かれているのは前述三軒のみである。暖
簾を用いる風習はまだ京の都においても、一般的ではなかったと思われる、従ってこの時代は無
地物の暖簾でも、布を掛けること自体、装飾を兼ねることであったとも考えられる。
4．　部屋と部屋又は廊下の境に吊り下げ、間仕切りのように用いる暖簾
言2－4、信1－5　粉1－1、wへ1－一　2、t”4、粉5　絵巻物に現われる、この種類の暖簾は
半間又は一間巾で、中流庶民や長者の屋形のせいか藍染布が多い。家人や客人の目に触れやすい
位置にあるため、それだけ手数をかけているものと思われる。
　このような暖簾の用い方は、現代の住宅においても、色合や文様、材質が工夫され、イソテリ
アとして愛用されている。
　ただ、信1－5の薄布の暖簾は材料、形態ともに贅沢で洒落ている。これは各絵巻物にもみら
れるように、この時代の上流婦人の問に多く用いられた、虫垂衣や裳等の薄物高級布地が、富者
の家の暖簾に応用されたと考えられる。暖簾の歴史上からも貴重な資料である。
5．　家屋の外側に面し、格子障子の代り（外気遮断）に用いた実用本位の暖簾
言1：；　1：1　粉2、粉4、粉5　夜は下蔀を嵌め込み、半蔀を下ろし、栓をして暖簾を閉
めるはずであるが、暖簾を閉めただけで、蔀戸は閉めない場合も多かったようである。従って、
どの布も外気遮断に耐え得るように厚手で未処理の麻織地が用いられている、この種の暖簾には
文様染めや藍染布はない、実用本位の布である。
　終りに、暖簾の形態で重要な部分である「吊る」　（暖簾上部の吊り手の部分）と「剥ぐ」　（た
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て何枚かに裁断、縫製）についてのべる、絵巻物はすべて舞台の表から描写されているので、暖
簾の吊る部分は鴨居に隠され、その処理は明らかではないが、大体四つの方法があったと推察さ
れる。
　①布の上部を鴨居裏側の釘等に引っかける方法。
　②布の上部を輪に縫い、棒や紐等を通して下げる方法。これら二つの方法は布を吊る初歩的
手法で当然用いられたと推察でぎる。
　③現在大部分の暖簾は「乳」に棒等を通す方法を主としている。その由来を絵巻物に例をみ
ると年中行事絵巻、第3巻、闘鶏の巻（貴族邸）の五色の握舎側面の慢幕、第4巻、射遣・賭弓
場を含め、11ケ所の儀式場の慢幕の吊手が、現代の暖簾の乳とほぼ同形であり、これらが模倣応
用されたものと思われる。
　④信1－5の糸による移動式の吊り手は非常に進歩した現代的なものだが、この方法の場合
は布が軽く、巾も狭いものに限られるようである。
　次に、暖簾を縦に「剥ぐ」ということであるが、年中行事絵巻（年1－1、1－2、1－3）
及び信貴山縁起（信3）に描かれている巾半間ものはすべて三ツ割りになっている。これは前に
述べたように広い面積の布を裁断、縫製して暖簾に仕立てたものではなく、織巾を利用し、縫い
繋げたものと思われる。現在私が暖簾を制作する場合も、決められた暖簾巾の寸法に織巾が合わ
ない場合のみ、広い生地から裁断縫製するが、できる限り織布を利用し染めることにしている。
基本的には平安時代に同じである。
　布を縦割りにして、上から吊り下げ、下部を固定しない暖簾形式のものは、日本独特のものと
思われるが、その利点を述べると、製作が簡単であること、潜りやすいこと、風通しがよく高温
多湿の日本の風土に合っていること、又視覚上からも清涼感を与えること等があげられる。
　宮庭や貴族の屋形で使用する庶民の障蔽具には几帳、壁代、軟陣、帳台等極めて贅を尽くした
用具がある、しかしこれらは布を縦に用いることでは、暖簾と共通しているといえるが、布を縦
に切り離して空間に下げる形式のものは、庶民の暖簾以外にはみられない。暖簾は日本風土の中
から生まれた庶民の生活用具である。
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